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※市内は、市外局番 0287を省略した表記にしています。

本…本庁舎（共墾社108-2）
西…西那須野庁舎（あたご町2-3）
塩…塩原庁舎（塩原1-2）

庁
舎
名

雇
用
・
資
格

お知らせ掲示板
　
く
ら
し

合 計    116,492 人 （ ＋16）

男      57,882 人 （ ＋22）

女      58,610 人 （   －6）

世 帯    46,416 世帯 （ +52）

出 生            82 人 転  入 291 人

死 亡            83 人 転  出 274 人

○6月の人口

▶問い合わせ　　　　 　市民課　☎（62）7132

6月1日現在   （　）は前月比

本

広　告

下
水
汚
泥
溶
融
ス
ラ
グ
を

仮
置
き
保
管
し
て
い
ま
す

　
黒
磯
水
処
理
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
の
大
型
テ

ン
ト
倉
庫
で
、
下
水
汚
泥
溶
融
ス
ラ
グ
を
仮

置
き
保
管
し
て
い
ま
す
。
敷
地
境
界
付
近
の

放
射
線
量
の
測
定
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。
な
お
、
測
定
結
果
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
水
処
理
セ
ン
タ
ー
入
口
、
と
よ
う
ら
公

民
館
内
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

▼
測
定
結
果

　
0
・
09
～
0
・
36
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

　
毎
時（
3
月
1
日
～
5
月
31
日
）

▼
問
い
合
わ
せ

○
西
下
水
道
課　
　
　
　
☎（
37
）８
４
７
９

○
県
都
市
整
備
課

　
　
　
　
　
☎
０
２
８（
６
２
３
）２
５
０
４

　

指
定
管
理
者
と
は
、
市
が
設
置
し
た「
公

の
施
設
」を
市
に
代
わ
っ
て
管
理
す
る
団
体

で
す
。
公
共
的
な
団
体
に
限
ら
ず
広
く
民
間

事
業
者
な
ど
も
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
募
集
施
設
や
募
集
要
項
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

▼
募
集
期
限　
７
月
20
日
㈭

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
企
画
政
策
課　
　
　
☎（
62
）７
３
１
５

来
年
４
月
か
ら
の

　
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

市
役
所
窓
口
用
封
筒

　
　
　
　
製
作
業
者
募
集

　
窓
口
に
設
置
す
る
広
告
入
り
封
筒
を
無
償

で
製
作
・
提
供
し
て
く
れ
る
業
者
を
募
集
し

ま
す
。
封
筒
に
は
広
告
枠
が
あ
り
、
Ｐ
Ｒ
な

ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

▼
提
供
期
間　
12
月
か
ら
１
年
間

▼
封
筒
設
置
窓
口

　
本
市
民
課
、本
課
税
課
、西
市
民
福
祉
課
、

　
西
総
務
税
務
課
、
塩
総
務
福
祉
課
、
箒
根

塩

医
療
福
祉
を
楽
し
く
学
ぼ
う
！

～
国
際
医
療
福
祉
大
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
～

　
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し

て
、
命
や
生
活
を
守
る
医
療
福
祉
の
大
切
さ

を
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
と
き　
８
月
9
日
㈬　

　
　
　
　
午
前
８
時
50
分
～
午
後
１
時

▼
と
こ
ろ　

　
国
際
医
療
福
祉
大
学
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス

▼
対
象　
小
学
生
コ
ー
ス（
５・６
年
生
）

　
　
　
　
中
学
生
コ
ー
ス

▼
定
員　
各
コ
ー
ス
60
人

▼
申
込
方
法

　
参
加
す
る
児
童
・
生
徒
の
郵
便
番
号
・
住

　

所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
・
学

　
校
名
・
学
年
を
添
え
て
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

　
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
し
込
み

▼
申
込
期
間　
７
月
3
日
㈪
～
18
日
㈫

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
の
上
、
当
選

　
者
に
は
受
講
証
を
発
送
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
国
際
医
療
福
祉
大
学

　
〠
３
２
４
‐
８
５
０
１

　
大
田
原
市
北
金
丸
２
６
０
０
‐
１

　
☎
０
２
８
７（
24
）３
０
０
０

　
FAX
０
２
８
７（
24
）３
１
０
０

　

今月のテーマ

【
事
例
】

　

自
宅
を
訪
れ
た
業
者
に「
自
然
災
害

で
壊
れ
た
箇
所
が
火
災
保
険
で
修
理
で

き
る
。
申
請
も
手
伝
う
」と
言
わ
れ
た
。

保
険
金
が
出
る
な
ら
と
思
い
、
後
日
調

査
に
来
た
業
者
と
工
事
請
負
契
約
を
結

ん
だ
。
し
か
し
、
工
事
は
な
じ
み
の
業

者
に
頼
ん
だ
方
が
良
い
と
思
い
直
し
、

解
約
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
保
険
金

の
50
％
も
の
解
約
料
を
請
求
さ
れ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　
ず
さ
ん
な
工
事
や
不
要
な
修
理
を
さ

れ
、
保
険
対
象
外
で
保
険
金
が
支
払
わ

れ
な
か
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
も
起
き
て
い
ま

す
。
災
害
で
住
宅
損
害
を
受
け
た
ら
、

ま
ず
は
自
分
で
損
害
保
険
会
社
に
連
絡

し
、
申
請
方
法
や
保
険
金
支
払
い
の
対

象
な
の
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

工
事
を
依
頼
す
る
際
に
は
複
数
業
者
か

ら
見
積
も
り
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

「火災保険が
使える」と誘う
住宅修理契約
　　　に注意

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 （
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

 

☎（
63
）７
９
０
０

 

開
設
時
間　

 

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
出
張
所
な
ど

▼
利
用
方
法　
来
庁
者
が
各
種
証
明
書
の
持

　
ち
帰
り
封
筒
と
し
て
利
用

▼
申
込
期
間

　
７
月
13
日
㈭
～
31
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
本
市
民
課　
　
　
　
　
☎（
62
）７
１
３
２

み
ず
ほ
銀
行
で
水
道
料
金
な
ど

の
取
り
扱
い
が
始
ま
り
ま
し
た

　

み
ず
ほ
銀
行
で
水
道
料
金
な
ど（
水
道
料

金
・
下
水
道
処
理
施
設
使
用
料
・
農
業
集
落

排
水
処
理
施
設
使
用
料
）の
口
座
振
替
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
左
の
窓
口
か
、

み
ず
ほ
銀
行
の
窓
口
で
申
し
込
み
で
き
ま

す
。

▼
必
要
な
も
の　
口
座
番
号
の
控
え
、
金
融

　
機
関
へ
の
届
出
印

▼
担
当
窓
口　

　
本
黒
磯
事
業
所
、
西
水
道
課
、
塩
塩
原
事

　
業
所
、
箒
根
出
張
所

▼
問
い
合
わ
せ

○
西
水
道
課　
　
　
　
　
☎（
37
）５
２
１
３

夏
！
わ
く
わ
く・ド
キ
ド
キ
体
験

　
～
ミ
ニ
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
よ
う
～

　
ボ
ー
イ
・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
が
野
外
料
理

と
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
楽
し
む
ミ
ニ

キ
ャ
ン
プ
体
験
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

　
７
月
8
日
㈯　
午
後
2
時
～
８
時
30
分

▼
と
こ
ろ　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
那
須
野
営
場

▼
対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生
親
子

▼
参
加
費　
千
円（
保
険
料
含
む
）

▼
定
員　
15
組

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
持
ち
物

　
米
一
合
、水
筒
、帽
子
、軍
手
、虫
よ
け　

▼
申
込
方
法

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
児
童
の
学
年

　
を
記
入
し
、
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み

▼
問
い
合
わ
せ

○
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
那
須
野
営
場

〠
３
２
9
‐
２
７
５
６  

西
三
島
７
‐
３
３
４

FAX（
37
）２
３
２
７

　  ▶問い合わせ　     本国保年金課  ☎(62)7129　　西市民福祉課  ☎(37)5103　　塩総務福祉課  ☎(32)2988

　国民健康保険高齢受給者証、一部の国民健康保険特定疾病療養受療証、後期高齢者医療の保険証と限度額適用・標
準負担額減額認定証の有効期限は 7月31日までです。
　8月1日以降に使用する新しいものを7月下旬に郵送します。届いたら、医療機関などの窓口に提示してください。

国民健康保険
高齢受給者証
　70歳～74歳の人に交付して
います。医療機関などで診療
を受けるときには、国民健康
保険証（うす紫色）と高齢受給
者証（水色）の両方の提示が必
要です。
　高齢受給者証を提示するこ
とで、自己負担割合が1～3割
となります。

国民健康保険
特定疾病療養受療証
　70歳未満で、人工透析を受
けている慢性腎不全の人の国
民健康保険特定疾病療養受療
証は、毎年8月1日に更新され
ます。
※血友病・HIVによる特定疾
　病療養受療証の人は、8月
　以降も現在の受療証を使用
　してください。

後期高齢者医療の保険証と
限度額適用・ 標準負担額減額認定証
　保険証（藤色）と限度額適用・標準負担額
減額認定証（ピンク色）は毎年８月１日に更
新されます。新規で交付を希望する場合は、
市役所窓口に申請してください。
　限度額適用・標準負担額減額認定証は、
世帯員全員の住民税が非課税の場合に交付
できます。医療機関などに提示すると1カ月
あたりの医療費の支払いが一定額にとどま
り、入院時の食事代が減額されます。

70～74歳 70歳未満

期限が切れる保険証などは、8月以降に　国保年金課、　市民福祉課、　総務福祉課、箒根出張所のいずれかへ返却してください

保険証など医療機関で提示が必要な
　　　　　　　　証明書類の更新時期が近づきました

塩

塩
塩


